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ˈfjuːtʃər［名］　未来、将来

Text : Ebina  Mikiko

早いもので、2018年が終わろうとしています。皆さまにとって、

今年はどんな一年でしたか？　

年末と言えば、「ユーキャン新語・流行語大賞」も話題になりま

したね。今年ノミネートされた言葉と授賞語は左下表のとおりです。

私はITの仕事をメインにしているので、「GAFA」が気になりまし

た。これはGoogle、Apple、Facebook、Amazonの頭文字をとっ

た略語で、世界規模で個人情報を集めている勝ち組企業を表現し

たものです。私もこのGAFAに検索履歴や趣味嗜好、買い物履歴、

個人情報を握られている一人ですが、あまり危機感も覚えずに生活

してしまっています。皆さまはいかがでしょうか。

この新語・流行語大賞では、年 、々知らない言葉が増えている印

象を受けます。社会全体の興味・嗜好の多様化を感じる今日この

頃です。

■将来に向けて、目指すべき営業マンの姿とは？

さて、新しい年を迎えるにあたり、私ども正文舎も企業である以

上は目標の数字があります。私の所属する営業部はその数字を達

成するために、力を合わせ、切磋琢磨し、お客様のお役に立てるよう

に邁進してまいりますが、その営業活動の中で、いったい私たちはど

んな営業マンを目指すべきなのでしょうか。

そんなことを考えるにあたり、「お客様に選ばれ、例えばご紹介

もたくさんいただけるような営業マンとは、どのような人なのか」と

いうテーマで上司と話をしたことがあります。その時に出たのが次

のような人物像です。

① その業務分野におけるスペシャリスト
② 人間的に魅力がある人
③ その人自身がハブとなっている人

このどれかに当てはまれば、お客様から選ばれるのではないか、と

考えました。

① の「スペシャリスト」というのは、「この人に聞いたら、その仕事
のことは何でも答えてくれる」という人です。他社の営業マンと
は一線を画すノウハウを持ち問題解決の能力がある人のイメー
ジです。

② の「人間的に魅力のある人」。これは漠然としていて、ある意味
生まれや育ちも影響するのかもしれません。「何か用事を作って
会いたくなる人」と言い換えてもよいでしょう。ですので、それ
は仕事じゃなくても声がかかったりします。

③ の「ハブのような人」というのは、「何か困ったら、とりあえずそ
の人に声をかければ、誰か連れてきてくれたり、つないでくれたり
する人」です。人脈が広くて、いろいろなことに詳しく、とにかく
信頼されている人とも言えるでしょう。
私もこの①～③のどれかに（できることならすべてに）当てはま

りたいと思っていますが、このような営業マンは皆さまの周りには

いらっしゃるでしょうか？

■営業マンはいらない？

一方、世の中の流れとして大きな注目を浴びているのがAIの進化

です。AIの発達によって、様々な職業が不要になると言われます。

営業マンも例外ではありません。

実は「営業マン不要論」は、AIが現実味を帯びるもっと前、10年

営業マンの未来

ユーキャン新語・流行語大賞
2018年ノミネート語＆授賞語
https：//www.jiyu.co.jp/singo/

「株式会社 正文舎」A to Z

★印が年間大賞　●印がトップ10の授賞語
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以上前からささやかれています。

例えば、BtoBビジネスにおいて、リサーチのスタート地点はいま

や100%インターネットです。ならば営業マンがいなくても、イン

ターネット上で調査が行われ、会社やサービスが選ばれ、商談が始

まり場合によっては契約まで進むのだから、営業マンは要らなくな

るだろうという見解です。

確かに、今やどんなに高額な商品や難解な商品でも、インター

ネット上で売買が成立することは多くあります。

これまで、営業マンが営業戦略を立て、足を使って新規開拓し、

コンタクトを重ねて信頼を勝ち得て見込み顧客を顧客へと変えて

いく、こうした活動がインターネット上で完結してしまうということ

です。

■営業マンの存在意義。

確かに購入するものが決まっていれば、それはインターネットで

十分だと私は考えています。

ボールペンを50本注文したい。それならインターネットで1分で

注文は終わります。そこには営業マンはもう不要かもしれません。

でも、お客様が何をどうしていいかわからない場合、

例えば、

「どうすればこのサービスを周知させられるのだろう」

「どうすればこの商品の売り上げをもっと伸ばせるのだろう」

「このチラシの反応率を上げるには、どうすればよいのだろう」

そうした悩みは、インターネットではなかなか解決できないことも

多いでしょう。インターネットの向こう側の人には相談しにくいかも

しれません。

そんなときに思い出してもらえる存在であること。それが私たち

営業マンの醍醐味であり、存在意義であります。

そしてもう一つ。「ボールペン50本注文するのに営業マンはい

らない」と言いましたが、逆に「どこで買っても同じ、いや、少しぐら

い高くても、どうせ買うならあの人から買いたい」と思ってもらえる

営業マンになれれば最高です。

■一人歩きする、もう一人の営業マン「営業ツール」

人間一人ができることは限られています。

特に、お客様と対面でしっかり話ができるのは、せいぜい一日5

～6人が精いっぱいでしょう。

そんなときに、いかに営業ツールを充実させられるかも大切です。

例えば、ホームページを活用することも大きな足掛かりとなりま

す。何しろ、ホームページは365日24時間働く営業マンです。まず

は見込み顧客を見つけてもらって育成させる「見込み顧客育成ツー

ル」として構築したり、成約をサポートさせる「クロージングサポー

トツール」として育てることも可能です。SNSでつながれるならば、

より人間同士としての関係性を構築しやすいでしょう。

前 号では、新しく導入されたデジタル印刷機、RICOH Pro 

C7200sを紹介しました。 今回は、同時に導入された

RICOH Pro C9200を紹介します。

このデジタル印刷機の最大の特徴は、印刷画質の高さです。

画質に関わるベルトを肉厚で弾力のあるものにすることで、ト

ナー特有のがさつきが少なく、人肌のグラデーション等が非常に

なめらかに印刷されます。さらに、取り込んだデータを画像とし

て紙に写し出すための「帯電→露光→現像→転写→クリーニン

グ→除電」の工程を行う「作像装置」と、紙に像をしっかりくっ

つける工程を行う「定着装置」のセクションに筐体が分割され、

定着の熱による作像部への影響を軽減し、連続稼動時にも安定

した画像品質を維持します。高画質と安定性を併せ持つRICOH 

Pro C9200は写真集にも自信を持って対応できる高品質プリン

ターです。

第二の特徴として、用紙対応力の高さがあります。肉厚で弾

力のあるゴムベルトにより凹凸紙の凹部の隙間にベルトが追従

し凹凸紙へ均一に色が乗ります。今まで色が埋まりきらずオフ

セット印刷をしていた用紙にも対応しています。

生産性についても特徴があり、2本ずつのトナーが装填可能

となっています。印刷中にトナーボトルの交換が可能なため、ト

ナー切れによるロスを軽減します。

また、C9200の内部は「作像装置」と「定着装置」が離れ

ていて、空間が広くとられているので、紙詰まりが起きた場合で

も対応作業がしやすく簡単に印刷へ復帰することが出来ます。

私たちは、「より伝わる、効果のある付加価値の高い印刷物」

を制作するためにこれらの設備を導入し、技術や感性を磨いて

います。

今回紹介したRICOH Pro C9200の画質をテストしてみたい、

詳しい話を聞きたいなどございましたら、担当営業までご連絡く

ださい。

そして、今お読みいただいているこの紙媒体「with SBS」も、営業

マンがなかなか伝えきれない情報をわかりやすくお届けできるよ

うに、また、コミュニケーションツールとして活用できるようにと生み

出されました。

「 正文舎がもっと皆さまのお役に立てるのに、知っていただけてい

ないビジネス品目をご紹介したい」

「もっと濃密なビジネス情報を掲載して、ヒントとしていただきたい」

この媒体が皆さまのビジネスを支援できる一冊になるように、思い

をこめて1号1号改良を続けています。

■営業マン自身の営業手法

営業マンがいかに自分をプロモーションするか、その重要性は今

も昔も変わりません。でも、その手法は多様化しています。

例えば、私がホームページ制作やコンサルティングの仕事を営

業したいと考え始めた2005年頃、とある業界団体の理事の方が

「ホームページを作りたいと思った人の9割が、知り合いに依頼す

る」とおっしゃっていました。そこで私がひらめいたのは……“札

幌の全員と知り合いになればよいのでは？”という極めて単純

なアイディアでした。そのとき活用したのはブログと当時の人気

SNS「mixi」でした。mixi友達は現在のFacebookやTwitter、

Instagramにも引き継がれているわけですが、わかりやすい1つの

方法論だと思います。結局、札幌の全員と知り合いにはなれません

でしたが…（笑）、例えば「SNSを毎日見る層」「紙媒体をじっくり

読む層」「属人性を大切にする層」「動画ばかり見る層」など個人

個人の情報の受け取り方も多様化している時代ですから、意識して

活動し、自分の得意な営業ツールを活用してセルフプロモーション

をするとよいのかもしれません。

■営業マンはモノを売る時代ではない

もはや営業マンという呼び方は、世の中に求められている職種に

はふさわしくないのかもしれません。

もともと営業の仕事の中身は、市場調査、企画、顧客開拓、コンサ

ルティング、プレゼンテーション、販売促進、クロージング、契約、販

売、納品、アフターフォロー、顧客のケア…と多岐に渡ります。それ

らのうち、インターネットやAIが得意なことは彼等に任せて、私たち

はお客様のビジネスのお役に立てる相談相手や、コンサルタント業

務に軸足を置く時代に移ったと言えるでしょうか。商品やサービス

の価値がモノからコトへと変化している時代に、営業マンの価値も

モノからコトへと変わらねばなりません。

■未来を見据えて

かのドラッカーは、「未来を知る方法は、ふたつある」と言ってい

ます。

一つは「すでに起こった未来」を踏まえること。例えば、昨年の

出生率はすでに起こった事実であり、これを変えることはできませ

ん。少子化は今、目の前の現実としてあり、未来の人口減少は確実に

やってきます。その結果、社会がどうなるかはもちろん想像して仮説

を立てるしかありませんが、わかっていることに対しては策を立てら

れます。

そしてもう一つは「未来を自ら創る」こと。けだし名言です。勇

猛果敢に、自分たち営業マンの価値を高め、明るい未来を創っていき

たいものです。
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What's New! 学会事務局の皆さまの作業負担を軽減

学会WEB●＆印刷まるごとPACK
実績多数の正文舎なら、学会の申し込みや論文原稿を、WEB経由で取りまとめ。
要旨集の制作・印刷もスムーズに行えます。

04
正文舎 New&Goods

□✓参加料インターネット決済
（ペーパーレス：クレジットカード・コンビニ）

□✓ネームフォルダー
□✓ポスター
□✓プログラム集

参加申込 論文登録 要旨集

その他（オプション）

学会の会費・名簿管理
システムもご相談ください。

Voice ［開発者からひと言］

From Director

学 会の専門業者に依頼するほどの予算はない」「しかし、抄録集やWebサイトは作成したいし、

事務局の負担も減らしたい」「抄録をメールで集めると、とりまとめ作業が煩雑で、本業が

おろそかになる」 ─こうしたお悩みにお応えするのが、正文舎の “学会パック”です。

参加者が数十人～800人程度の学会で特に重宝されております。

Webサイトから参加者登録や論文登録を行っていただき、抄録集（要旨集、プログラム集）作成・

印刷までをシームレスに行えるのが、正文舎の強みと自負しております。

その他、ポスター・参加証・手提げ袋の制作や、学会名簿作成、学会費のオンライン決済なども

ご提案いたします。

私 のビジネスコーチでもある、中小企業家診断士さ
んがこう言いました。

「今年と同じことをしていたら、一番いい結果でも今年と
同じ結果にしかならない」と。
本当にその通りだと思います。
今年の正文舎のテーマは「チャレンジ」。1年目のチャ

レンジでは、花は咲かずとも種は確実に蒔いたと思いま
す。来年はその種を大切に育てて、花を咲かせていき
たいなと思いつつ、今年1年の正文舎の取り組みを振り
返ってみました。

クリエイティブ研究室が始動
社会の流れの中で自

然と市場が縮小してい
るのが、今の印刷業界
です。今まで通りがん
ばっても、売り上げは落
ちるのが当たり前の状
況です。
そんな中で生まれた
のが、クリエイティブ研
究室。印刷部門、Web
部門など部署を問わず、
企画提案をしたり、より品質の高い制作物を作りたいと
思っているスタッフが集まってできました。お客様から言
われたとおりのものを作るだけではなく、こちらからも提案
していく力をみんなでつけたい。そんな想いがあります。
通常業務もある中で、スタッフは研究室の活動時間を

確保して、会社案内を刷新して記事を書く、会社のパンフ
レットを改善するプレゼンを行うなど、新しいことにチャレ
ンジしていました。今まで人前で話すことをしてこなかっ
たスタッフが、話す練習をしてプレゼンをしたということは
何かを変えていく大きな一歩になると思っています。人に
伝わるように話をするという練習をすると、社内のコミュニ
ケーションもスムーズになりますからね。
ほかにも、文章を書く練習を重ねて、コンクールに参加

してみるスタッフもいました。

廃材の再活用
私が取り組んでみたのが廃材の再利用です。工場に

は予備紙や仕様変更などで紙が余っていて、捨てるだけ
になっていると聞いたので、何かに利用できないかなと
思ったのです。
「色紙セット」を作ってSNSで呼びかけたところ、保育

園の先生たちから引き
取りたいと言っていただ
けました。保育園や幼
稚園では、広告の裏で
お絵かきをしていること
もあり、「色がついてい
るだけでもステキ」と先
生が喜んでくれました。
色紙の在庫が少な

い今は、白い紙をA2や
A3サイズに紙を断裁してお絵かきセットを作っています。
廃材利用なのですぐに用意はできないのですが、ご希望
があれば声をかけてくださいね。
そして、メモ帳やノートなどの商品づくりにもチャレンジ

しています。
もっと商品として売れるにはどうしたらいいのかな。
そんなことも考えていたら、印刷製本課の課長たちが

自分たちで切り取り線を作ったり、表紙を付けたりしてく
れて、メモ帳やノートも本格的なものが出来上がってきま
した。こちらもどんな展開ができるのかとても楽しみなの
です。

ぷらねっとクンのLINEスタンプ
正文舎のキャラクターである「ぷらねっとクン」の

LINEスタンプもリリースしました。
こちらは、Web部門のスタッフがノリノリでぷらねっとクン
のいろんなポーズを作ってくれたので、思ったよりも早くリ
リースできたのです。まだ使っていない方はこちらから購
入してくださいね。
https://store.line.me/stickershop/product/3121720
まったく新しいことを経験すると、脳の中の今まで使っ
ていなかった領域が使われて活性化するそうです。どん
どん能力が伸びていくみたいなので、これからもどんどん
挑戦していきたいなと思います。

7正文舎 New&Goods6 What's NEW!

新しい取り組みはなぜするのか？

Text and Photo : Shirafuji Saori

申込データが
Excelファイルとして
保存されます。

学会
ホームページ

登　録

論文登録画面から

参加申込画面

O  K

必要事項が入力されると

論文登録画面

Wordを登録

Wordデータで
登録されると

Wordファイルと
登録情報が
Excelファイルとして
保存されます。

Wordファイルと
Excelファイルを
原稿として
要旨集の制作・印刷を
いたします。

学会
ホームページ

申込受付

申込受付画面から

メールでの申込受付、
論文の原稿受付、WEBサイトや
要旨集の作成等、何かと
煩雑ではありませんか？

実績多数の正文舎なら、
学会の申し込みや論文
原稿を、WEB経由で取りまとめ。
要旨集の制作・印刷もスムーズ
に行えます。

私たちが全部まとめてお手伝い致します！

事務局の皆さまをサポートし、作業負担を軽減します！

学会WEB●＆印刷
まるごとPACK

学会事務局の皆さま

詳しくは裏面をご覧ください。

社員の通用口に貼られているポスター。
現在、追加人員を募集しています。

マーブルやクロスも在庫がありました。
こちらは伝票や冊子に使用できます。

こちらが余っていた紙
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